



































































































































































































講 報恩講 恵比寿講 十二講
記号 ● ○ ★
図2　講に関する食の分布
行事 ねはん会 灌仏会 大黒様 観音様 村祭 山の神他 真宗関連

























































































野菜類 野菜 735 11．07 0．44
果実類 果物 113 1．70 0．07
山菜類 山菜 294 4．43 0．18
藻類 海草 172 2．59 σ．10
食肉類 肉 16 0．24 0．01
鳥卵類 鶏卵 17 0．26 0．01
魚介類 魚介 437 6．58 0．26






























香辛料 辛子 14 0．21 0．01
澱粉類 澱粉 32 0．48 0．02
その他＊6 128 1．93 0．08



















































































































































































































































































































































































































































































加工＊一 可能性評価 採 項目評価
食品
0 1 2 3
択率
abc ab ac bc なし
餅 39．645．513．4 1．5 1．5 1．5 6．0 9．7 6．0 76．9
団子 30．047．3 7．3 15．511．8 15．512．7 4．5 13．653．6
野菜漬 47．727．514．710．1 5．5 10．1 4．6 15．6 0 69．7
醸造食品 43．454．7 0 1．9 L9 1．9 0 5．7 5．7 86．8
菓子 22．250．0 4．3 8．5 4．3 8．5 10．6 2．1 6．4 72．3
魚介潰 27．542．512．517．510．0 17．5 0 25．0 2．5 55．0
加工海草 5．9 91．2 2．9 0 0 0 5．9 2．9 0 91．2
鮨漬 0 33．336．430．4 9．1 30．351．560．6 0 0
押し鮨 0 40．634．325．015．6 25．050．025．0 0 0
佃煮 4．5 72．722．7 0 0 0 0 13．618．268．2
なめ味噌 4．8 85．7 0 9．5 9．5 9．5 0 23．8 0 66．7
加工大豆 65．010．0 0 25．012．0 25．0 0 0 0 75．0
魚野菜漬 0 21．115．863．215．8 63．210．526．3 0 0
綜 0 83．3 0 16．7 5．6 16．7 0 0 39．944．4
一20一
乾燥野菜 55．644．4 0 0 0 0 0 0 0 100．0
乾燥魚介 22．250．022．2 5．6 5．6 5．6 11．116．7 0 66．7
山菜潰 50．018．831．3 0 0 0 0 12．5 0 87．5
饅頭 25．062．5 0 12．5 0 0 12．5 0 6．3 81．3
乾燥山菜 30．869．2 0 0 0 0 0 0 0 100．0



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































民家 上屋の屋根 表中門の屋根 裏中門の屋根
形態 材質 形態 材質 形態 材質
1 寄棟 茅 寄棟 茅 切妻 瓦
2 寄棟 茅 寄棟 茅 切妻 板
3 寄棟 茅 寄棟 茅 片流れ トタン
4 寄棟 茅 切妻 瓦 一 一
5 寄棟 茅 切妻 トタン 一 一
6 寄棟 茅 切妻 瓦 甲 茅
7 寄棟 茅 切妻 瓦 ｝ 一
8 寄棟 茅 切妻 トタン 切妻 トタン
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図3－5　常盤荘（茶室）の平面図
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4　地域の活性化に向けて
4－1　保存
　現在、民家を保存している施設は全国各地にある。新潟県の豪農の館もそのひとつである。豪
農の館は上層階級の大きな屋敷を個々に保存したものであるが、一般には各地に残るさまざまな
形態の民家を集め、保存公開がなされている。豪農の館に比べて、一般庶民の民家の歴史であり、
ひとつひとつの規模が小さいので一箇所に集約でき、比較検討できる。最も早くつくられた大阪
の日本民家集落博物館は日本各地の民家を集めているが、その後に建設された民家博物館は、民
家を集める範囲が次第に狭い範囲に限定されてきている。川崎の日本民家園は東日本を中心とし、
飛騨の里や金沢の江戸村はそれぞれ飛騨、加賀を中心としている。こうした民家園や博物館の増
加は、民家の意義を知り、保存しようという運動の高まりの結果である。
　現在では民家それ自体をまったく知らない世代がふえ、そこで生活した経験をもつ人が少なく
なった。本来の住まいとしての機能はないが、これまで営まれてきた生活を知り、追体験するた
めに大事な資料といえる。
4－2　再生
　古い町並みや農村集落において年ごとに激減していく民家は、建築としてその生命を終えた
ということではない。生活スタイルが変化し、これまでの住構造を維持することが困難となって
きたことの現われである。そこで生活する人々の、その中での生活機能が立派に現代生活に対応
でき、かつ外観を維持でき、周囲の環境とも調和した住まいにすることは不可能ではなく、こう
した民家再生が実際に行われている。
　個々の民家の再生では、出来上がったデザインが非常に質の高いものになり得ることが、実際
の再生で示されている。こうしたことの情報伝達は住まい手はもちろんのこと、古い町なみや集
落の再生にも大きな影響を与えるであろう。一方、地域が一体となって活性化に向けた民家の再
生には、例えば、3章に述べた地域での再生がある。しかし、民家を残していこうとする住まい
手と、新たに再生しようとする技術者の考え方が一致しなければなかなか維持していくことはで
きない。
4－3　活性化
　民家は風土の申で育まれてきた。それゆえ民家は自然と調和した外観や、人々の生活の知恵が
生かされた内部空間をもち、長い歴史を生き抜いた風格となって、これこそが民家ならではの魅
力、価値となっている。しかし民家の真髄はその形だけではなく、長い歴史の中で人々により受
け継がれ、また育まれてきた地域の文化が豊かに秘められている。
　　民家は文化財として保存か、取り壊して新しく作り替えられることが大部分であるが、文
化財として生き残り伝承されるのは極少数である。古くて不便な民家でも、再生において設計・
デザインなどの工夫次第で「伝統的な日本の文化を肌で感じながら生活できる住まい」となり、
一89。
これは現代の新築住宅では真似できないものである。古くて不便な民家のどこにその価値を見い
出すかは、新しく造る住宅への伝統的住文化の導入においても同じである。
　先ずはデー一．Lタの蓄積により、その中から風土によって育まれてきた誇るべき住構造・文化を見
い出し、伝承し、生活の中に取り入れていくことができるようにしたい。地域で再生、保存され
た民家を核にして調和のとれた環境を作り出せば、住環境そのものが地域の活性化に繋がる。調
和のとれた環境は地域全体で行ってこそ優れたものとなり、そのためには補助と規制も必要であ
ろう。いろいろな意味において理解と協力である。
一go一
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III．あとがき
　地域の振興と発展を期待しながら、北陸地域に伝承されている生活文化について
衣食住の3部門にわたって調査・研究を行ってきた。
　調査・研究によって得られたデータは、既に得られているデータと合わせかなり
の量となったが、意余って力及ばず、更には時間及ばずであって、その整理・解析
等が不十分となった。特に、たとえそれが僅かなものであっても、麺域振興に役立
つ提言ができればと心がけたが、十分な時間をさくことができず、将来のテーマと
して残さざるをえなかった。
　最後に、本研究が北陸地域の振興に若干なりとも寄与するところがあれば幸いで
あります。研究にご支援を頂いた財団法人・北陸建設弘済会に深謝いたします。
一92一

印刷　1996年3月29日
　　950新潟市海老ケ瀬471
県立新潟女子短期大学・生活科学科
本間伸夫
山崎光子
菅井清美
研究室電話025－270－0366
研究室電話025－270－0115
研究室電話025・270－0177
